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行
政
・
人
権
相
談

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
行
政
に
対
す
る
意
見
や
要

望
、
ま
た
日
ご
ろ
生
活
す
る

上
で
の
困
り
事
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
内
容
の
相
談
を
受
け

る
た
め
の
行
政
相
談
と
人
権

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

八
月
の
相
談
日
は
次
の
と

お
り
で
す
。
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

■
八
月
十
日
（
木
）

■
午
前
十
時
〜
午
後
三
時

■
鶴
田
町
国
際
交
流
会
館

一
階

１
０
２
会
議
室

町
で
は
、
今
年
も
農
道
補
修
（
敷
砂

利
）
事
業
を
行
い
ま
す
。
実
施
時
期
は

八
月
中
旬
か
ら
九
月
中
旬
ま
で
の
予
定

で
、
実
施
方
法
は
現
物
（
砂
利
等
）
支

給
と
し
ま
す
。
な
お
、
昨
年
度
に
補
修

事
業
を
行
っ
た
団
体
に
つ
い
て
は
、
申

請
書
類
を
送
付
し
ま
す
。

ま
た
、
路
面
を
削
っ
て
な
ら
す
「
グ

レ
ー
ダ
ー
委
託
事
業
」
も
行
い
ま
す
。

希
望
す
る
団
体
は
、
八
月
四
日
（
金
）

ま
で
に
建
設
整
備
課
土
木
建
設
係
へ
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間

平
成
十
八
年
七
月
十
三
日
（
木
）

〜
八
月
四
日
（
金
）

◆
申
込
先

建
設
整
備
課

土
木
建
設
係
（
内

線
２
８
７
）

生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
と

お
り
「
夏
休
み
子
ど
も
陶
芸
教
室
」
を

開
催
し
ま
す
。

今
回
も
、
野
焼
き
用
の
作
品
お
よ
び

器
な
ど
の
作
品
を
、
一
緒
に
楽
し
く
作

ろ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
も

大
歓
迎
で
す
。
た
く
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

四
月
一
日
か
ら
、
児
童
手
当
制
度
が

拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
支
給
対
象
年
齢
が

こ
れ
ま
で
の
小
学
校
三
年
生
ま
で
か
ら

小
学
校
六
年
生
ま
で
に
な
り
、
併
せ
て

所
得
制
限
も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

●
平
成
十
八
年
度
小
学
校
四
年
生
児
童

の
保
護
者
の
方
（
平
成
八
年
四
月
二

日
〜
平
成
九
年
四
月
一
日
生
ま
れ
）

平
成
十
八
年
三
月
ま
で
児
童
手
当
を

受
給
し
て
い
た
方
は
手
続
き
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
現
在
受
給
し

て
い
な
い
方
で
、
受
給
資
格
が
あ
る
場

合
は
認
定
請
求
な
ど
が
必
要
で
す
。

●
平
成
十
八
年
度
小
学
校
五
・
六
年
生

児
童
の
保
護
者
の
方
（
平
成
六
年
四

月
二
日
〜
平
成
八
年
四
月
一
日
生
ま

・
平
成
十
七
年
度
児
童
手
当
用
所
得

証
明
書
（
平
成
十
七
年
一
月
一
日

に
町
に
住
所
の
な
か
っ
た
場
合
）

・
平
成
十
八
年
度
児
童
手
当
用
所
得

証
明
書
（
平
成
十
八
年
一
月
一
日

に
町
に
住
所
の
な
か
っ
た
場
合
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

福
祉
係
（
内
線
１

３
２
）

※
改
正
に
伴
う
新
規
請
求
は
、
平
成
十

八
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
受
け
付
け
し

た
も
の
に
限
り
、
特
例
的
に
四
月
一
日

（
ま
た
は
支
給
要
件
に
該
当
し
た
日
）

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

四
月
分
か
ら
の
児
童
扶
養
手
当
、
特

別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
額
が
次
の
と

お
り
改
定
に
な
り
ま
し
た
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

福
祉
係
（
内
線
１

３
２
）

れ
）

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な

い
保
護
者
の
方
は
認
定
請
求
が
必
要
で

す
。
現
在
受
給
（
四
年
生
ま
で
の
児
童

の
い
る
）
し
て
い
る
方
は
額
改
定
請
求

が
必
要
で
す
。

●
こ
れ
ま
で
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手

当
を
受
給
し
て
い
な
い
保
護
者
の
方

所
得
制
限
の
引
き
上
げ
に
よ
り
新
た

に
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
方
は
認
定

請
求
が
必
要
で
す
。

◆
認
定
請
求
の
場
所

新
た
に
、
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ

る
児
童
の
保
護
者
の
方
は
、
保
健

福
祉
課（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
）

◆
持
参
す
る
物

・
認
印

・
受
給
者
の
口
座
番
号
（
郵
便
局
以

外
の
金
融
機
関
で
鶴
田
支
店
）

・
年
金
加
入
証
明
書
（
国
民
年
金
加

入
者
以
外
）

建

設

整

備

課

農
道
補
修
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

保

健

福

祉

課

児
童
扶
養
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
額
改
定

生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

夏
休
み
子
ど
も
陶
芸

教
室
の
参
加
者
募
集

保

健

福

祉

課

児
童
手
当
が
小
学
校
修
了

ま
で
に
拡
充
さ
れ
ま
し
た

国民健康保険税
第１期

納期限７月31日（月）

固定資産税
第２期

納期限７月31日（月）

今 税納の月

児童扶養手当
（児童１人の
場合）

特別児童扶養
手当
（障害児１人
につき）

全部
支給

２級

１級

一部
支給

（月額）41,880円
↓
41,720円

（月額）
9,880円～41,870円
↓
9,850円～41,710円

（月額）33,900円
↓
33,800円

（月額）50,900円
↓
50,750円
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夕
ぐ
れ
窓
口

八
月
の
夕
ぐ
れ
窓
口
を
次

の
と
お
り
町
民
課
窓
口
で
開

設
し
ま
す
。

■
八
月
四
日
（
金
）、
十
八
日

（
金
）

■
午
後
五
時
十
五
分
〜
六
時

十
五
分

閉
庁
後
に
戸
籍
抄
本
・
謄

本
（
午
後
四
時
四
十
五
分
ま

で
に
電
話
で
の
申
し
込
み
が

必
要
）
や
印
鑑
証
明
書
、
住

民
票
が
必
要
な
方
、
町
に
対

す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
の

あ
る
方
は
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
七
月
に
実
施
す
る

夕
ぐ
れ
窓
口
の
開
設
時
間
も

六
時
十
五
分
ま
で
に
変
更
と

な
り
ま
す
。

教
育
相
談
電
話

子
ど
も
の
悩
み
や
心
配
事

の
相
談
を
電
話
で
受
け
て
い

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

□
教
育
委
員
会

蕁
２
２
―
２
１
１
１

内
線
２
１
０
・
２
５
０

□
公
民
館

蕁
２
２
―
６
０
１
７

■
月
〜
金
曜
日

午
前
八
時

三
十
分
〜
午
後
四
時
三
十

分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
祭

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

藺月 日 ８月１日（火）～４日（金）
８日（火）～11日（金）
21日（月）～25日（金）
27日（日）

藺受 付 午前６時30分～９時
※８月27日（日）のみ午前７時～９時

藺場 所 鶴遊館
藺対 象 40歳以上の男女、30歳か

ら39歳までの国民健康保
険被保険者の男女で健診
を申し込んだ方

藺月 日 ８月28日（月）
藺受 付 午後８時～９時
藺場 所 鶴遊館
藺対 象 19歳から39歳までの女性

で健診を申し込んだ方
※受診票が届いていない方は、保健福
祉課　健康推進係（内線139）までご
連絡ください。追加申し込みも随時受
け付けをしています。

た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
県
庁
税
務
課
ま
た
は
各

地
域
県
民
局
県
税
部
・
各
県
税
事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

五
所
川
原
県
税
事
務
所
　
納
税
課

（
蕁
３
４
｜
２
１
１
１
　
内
線
２

０
９
〜
２
１
１
）

鶴
田
消
防
団
で
は
ラ
ッ
パ
隊
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
消
防
演
習
等
で
演
奏

し
、
消
防
団
員
の
士
気
を
大
い
に
高
め

る
た
め
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

楽
器
演
奏
が
好
き
な
方
、
楽
器
演
奏

に
興
味
の
あ
る
方
で
入
隊
を
希
望
さ
れ

る
方
は
鶴
田
消
防
署
ま
で
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。
身
分
は
一
般
消
防
団
員
と

同
様
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
次
の
二
つ
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
方
に
限
り
ま
す
。

①
鶴
田
町
に
居
住
、
ま
た
は
同
町
企
業

な
ど
に
勤
務
す
る
満
十
八
歳
以
上
の
方

②
志
操
堅
固
で
か
つ
身
体
強
健
な
方

◆
問
い
合
わ
せ
先

鶴
田
消
防
署
　
消
防
団
係
（
蕁
２

２
｜
２
１
３
１
　
内
線
２
３
）

◆
開
催
日

◇
野
焼
き
用
作
品
制
作

七
月
二
十
五
日
（
火
）

七
月
二
十
六
日
（
水
）

◇
器
な
ど
の
作
品
制
作
（
町
民
文
化

祭
展
示
予
定
）

八
月
一
日
（
火
）
・
二
日
（
水
）

八
月
八
日
（
火
）

◆
時
間午

後
二
時
〜
午
後
三
時
三
十
分

◆
材
料
費

三
百
円
程
度

◆
用
意
す
る
物
　
　

タ
オ
ル
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
（
ス
ー
パ

ー
の
袋
な
ど
）

◆
申
込
締
切
日

七
月
二
十
五
日
（
火
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
　
花
田
（
蕁

２
２
｜
５
４
１
６
）

※
八
月
十
二
日
（
土
）
に
は
、
恒
例
の

夏
休
み
親
子
野
焼
き
大
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。（
ジ
ャ
ガ
イ
モ
堀
り
も

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
）

県
で
は
、
差
押
財
産
の
公
売
を
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
売
却

す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
シ
ス
テ
ム

を
利
用
し
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
の
動
産
・
自
動
車
・
不
動
産

の
公
売
は
、
平
成
十
八
年
八
月
、
十
月
、

十
二
月
、
平
成
十
九
年
二
月
に
実
施
い

４か月児健康診査
藺月　日　８月２日（水）
藺受　付　午後１時～１時10分
藺場　所　鶴遊館　　　　　
藺対　象　平成18年３月生まれ
10か月児健康診査
藺月　日　８月２日（水）
藺受　付　午後１時30分～１時40分
藺場　所　鶴遊館　　　　　　
藺対　象　平成17年９月生まれ
※バスタオル・母子手帳を忘れずにお
持ちください。また、風邪などの病気
のあるお子さんは次回の健診を受けら
れますので、事前に保健師まで連絡し
てください。

ＢＣＧ接種には事前の電話申し込み
が必要となります。母子手帳を確認の
上、お申し込みください。（定員に達
し次第、次回の接種日となります）

乳 幼 児
健康診査

藺月　日　８月23日（水）
藺受　付　午後１時～１時30分（要電

話申し込み）
藺場　所　鶴田町立中央病院
藺対　象　生後６か月未満の乳児

平成18年６月２日予防接種法が改正
され、麻しん・風しんの定期予防接種が
次のようになりました。
◆定期予防接種１期（生後12～24月未満）
麻しん風しん混合ワクチンのほかに、
それぞれの単独ワクチンも接種可能ワ
クチンとなりました。
◆定期予防接種２期（５～７歳未満で小
学校就学前の１年間）
麻しん風しん混合ワクチンのほかに、
それぞれの単独ワクチンも接種可能ワ
クチンとなりました。
※これまで、対象だった麻しんと風しん
の単独ワクチンを、①両方とも接種して
いない人②両方とも接種している人③い
ずれか一方のみ接種している人も対象と
なります。このことから対象者は早めに
接種してください。
※申し込み・問い合わせ先保健福祉課
衛生係（内線137～139）母子手帳持参

Ｂ Ｃ Ｇ

総　合　健　診

ヤング＆ミセス健診

鶴
　
田
　
町
　
消
　
防
　
団

ラ
ッ
パ
隊
員
大
募
集
！

五
所
川
原
県
税
事
務
所

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

の

お

知

ら

せ

観閲式で演奏するラッパ隊　
勇壮な音色で士気を高める

麻しん・風しんの定期予防接種が変わりました


